	２４年度 第１０回常務理事会議事録


１)日  時  平成２５年　１月　９日(水)１８：３０～２１：００
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部（養）、山田、前谷津、長谷川、立花
村井、大友、引地、沼田、三浦
佐々木正臣教育委員
欠席者　　安彦
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 

６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　長谷川、沼田
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
平成２５年

　１月　５日（土）　宮城県医師会新年会

　１月　９日（水）　第１０回常務理事会
　１月１６日（水）　第７回スキルアップカンファランス

　１月１９日（土）　ＣＴリフレシャーズ研究会

　１月２３日（水）　公益法人審査会

第５回理事会
　１月２５日（金）　みちのく核医学の会

　１月２６日（土）　マージャン大会

　１月２７日（日）　一般撮影基礎講習会

　２月１３日（水）　第１１回常務理事会
宮城県主催「放射線・放射能に関するセミナー・相談会」

１月１０日（木）、１７日（木）、２４日（木）、３１日（木）

２月　５日（火）、　７日（木）、１４日（木）
②議　題

協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．役員改選について
　県技師会選挙管理委員長より、平成25･26年度役員選挙立候補の状況報告があった。平成24年12月14日をもって届出の締め切りを行った。立候補者が改選人数に満たさなかったことから、役員選出規定に基づき、理事会にて立候補の推薦を委託された。

· 次回理事会までに各支部の推薦と会長推薦を再検討して、理事会に図ることとする。
了承
2． 第４４回総会資料について
1 平成24年度表彰について
　県技師会

特別功労賞　該当者なし
特別功績賞　該当者なし
功労賞　　　　該当者なし
功績賞　　　　該当者　12名
学術奨励賞　２名
-　　事務局から表彰委員会に挙げる方法を取り、表彰
委員会が表彰資格等の最終調査を行っている。次
回理事会で報告する。
　受賞報告
　　　瑞宝双光章　　　　
大山　勝彦　（宮城県対がん協会）

　　　厚生労働大臣表彰　

原口　雅行　（宮城県予防医学協会検診ｾﾝﾀｰ）
　　　文化の日表彰
成澤　順　（宮城県予防医学協会検診ｾﾝﾀｰ）
　　　日本診療放射線技師会50年勤続表彰

　　　　　該当者なし

　　　日本診療放射線技師会３0年勤続表彰

　　　　　7名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
②　平成２５年度事業計画案について

　第９回常務理事会に続き、公益法人移行を前提とした各部・各委員会の事業計画案について、文面・内容の質疑・検討を行った。

　広報部は会の活性化を図るため各種事業を記録・保管することを追加、ホームページ運営委員会は「ホームページにアップした内容を即時にメールマガジンでも配信するようにし、月１回程度の定期的な発行を行う。」さらに、「メールマガジンで各支部や理事からの情報を発信してもらうコーナーを設ける。」案を提案した。
　組織については、休眠状態の委員会や重複する委員会を削除すること、研究会に変更することを提案することとした。
③　平成２５年予算案について
　本日、財務担当者が欠席したため、文面で報告を受け

た内容は「来年度は、積立金も予算化し、財産の増減が
わかる損益ベースの予算書を作成する。」とある。

　次回理事会で説明を受けたのち審議することとする。

④　定例会議開催回数について
　現行理事会は年５回開催しているが、移行後は年６回
に増やしてはどうか。

-　公益新法人定款には常務理事会はないが、常務執行理事会議として前年通り開催する。新公益新法人は理事会での決議が重要となるため、移行後は理事会開催を年６回に開催することを次回理事会に提案する。
３．平成２４年度教育委員会報告と

来年度の事業計画について
　平成２４年１２月２３日、日本診療放射線技師会事務所会議室において教育委員会会議に出席した。
　日本診療放射線技師会は８ブロックの地域に分かれている中で、東北地域は他の地域より講習会の開催回数が圧倒的に少ないことを指摘された。
東北地域理事と6県の教育委員と会合を開いた。来年度は各講習会を各県最低一つ開催することとした。
宮城県は「核医学に関する基礎講習」を開催することを要望されて受けてきた。さらに、「静脈抜針統一講習会」を年2回開催するように要望されて受けてきた。すでに、１0月26・27日に「ＡＩ講習会」が組まれている。さらに、7月20日に「ＲＩ取扱い講習会」が組まれている。
事業スケジュールを2月まで日本診療放射線技師会に報告しなければならない。検討していただきたい。
-　以下のように日本診療放射線技師会関連講習会の計画案を取り急ぎ以下のように決めたが、次回理事会に図ることとする。
・第4回放射線医薬品取扱いガイドライン講習会
開催日：平成25年7月20日（土）
・基礎講習会（核医学）
　開催日：平成2６年１月１９日（日）か２６日（日）
・ＡＩ講習会
　開催日：平成25年１０月２６・２７日（土・日）

・静脈抜針統一講習会（年2回）
開催日：平成25年８月2５日（日）

開催日：平成2６年２月2３日（日）

　日本診療放射線技師会関連講習会日程と合わせて、来年度の学術部年度計画案を提案する。
・第２２回総合学術大会
　開催日：平成25年１１月３０日（土）

・平成２５年度技術講習会（ＣＴ関連）
　開催日：平成25年７月

・宮城県放射線技師会特別講演会

　　開催日：平成2６年３月

４．生涯教育システムについて

　社会活動のカウントは５年経過すると生涯の蓄積がなくなる。学術カウントは５年経過しても少しは残るシステムである。今後、学術カウント申請書で申請してほしい。
-　　来年度から技師会で研修会・講習会の参加につい

　　て申請していく予定である。申請の手続きの変更はないか。
-　　変わっていない。研究会主催者に協力を依頼してもらいたい。

-　　急患センターに協力している会員が取得していた
　　社会貢献活動カウントはどのようになったのか。

-　　社会貢献活動カウントはすでに消滅していて、もともと生涯教育には入っていない。
５．日本診療放射線技師会代議員選挙について
　平成２５・２６年の代議員立候補者を年内中に届け出をしなくてならない。定数は3名。定数を超える立候補者が出れば、県として選挙をしなければならない。３月の総会で選挙を行うことを日本診療放射線技師会に解答した。

· 次回理事会で推薦者を3名選ぶこととする。

定数を超えれば、総会で選挙することとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
６．会費未納者の取り扱いについて

　４年以上未納者２９人は１２月末日で除籍処分とした。その他の未納者に対して２月には再督促状を出して、３月には電話作戦を考えている。２月の再督促状を出すときに、来年度は何年未納に対して除籍処分になるかをだいたいの目安を決めて頂ければと考えている。
　　　　　　
-　　再督促状には除籍処分についての文章は必要では

　　ないと考える。来年度の対応は来年度の理事会で決

定すればよい。納入督促状だけで良い。
７．その他
①　平成25･26年度日本診療放射線技師会の宮城県の教育委員について
　今年度まで佐々木正臣氏（宮城県こども病院）が担当している。次年度から誰に担当してもらうか推薦していただきたい。

· 平成25･26年度も引き続き、佐々木正臣氏（宮城県こども病院）にお願いする。次回理事会で承認を頂く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　各部・委員会報告事項
１．総務部
①　第４４回総会日程及び資料について
平成２５年３月２３日（土）、仙台サンプラザ
特別講演会　　１３時３０分～１４時３０分

総　会　　　　　　１５時～１６時３０分
祝賀会　　　　１７時～１９時

総会職員は次回理事会で人選させていただく。
②　放射線管理者研修会について
　3月2日（土）、情報･産業プラザ（AER）6階セミナールームで開催。案内状は放射線管理業務委員会から内容の報告を受け次第広報する。
２．学術部
①　第７回スキルアップカンファレンス開催
１月１６日（水）、１９時より仙台医療センターで開催
内容

1、 結石　　　　小野　勝範　（東北大学病院）

2、 心カテ　　　鈴木　新一　（仙台厚生病院）
３．法人部
①　宮城県主催「放射線・放射能に関するセミナー・相談会」への相談員派遣について

　明日1月10日から、各地域8会場で「放射線・放射能に関するセミナー・相談会」が開催される。延べ３３名の相談員で対応する。
１月１０日（木）　気仙沼市　4名
佐藤　益弘、小山　洋、石倉　和彦、村井　均

1月１７日（木）　大崎市　4名
石倉　和彦、村井　均、山口　さや香、永田　美奈

1月２４日（木）　石巻市　5名
石倉　和彦、村井　均、永田　美奈、小原　崇泰

児玉　修一

1月３１日（木）　栗原市　5名
石倉　和彦、村井　均、山口　さや香、小原　崇泰

千葉　崇宏
２月　５日（火）　登米市　5名

石倉　和彦、村井　均、本舘　広樹、佐藤　益弘、

八島　幸子

2月７日（木）　白石市　5名
石倉　和彦、村井　均、小山　洋、小原　崇泰

県南中核病院
2月１４日（木）　多賀城市　5名
石倉　和彦、村井　均、本舘　広樹、永田　美奈

小原　崇泰
②　宮城地区「緊急被ばく医療ネットワーク会議」

　平成２５年１月１５日、第２回の会議が開催。

村井法人部長が出席予定。

③　環境省主催研修会について

　1月26日、環境省主催の「住民の不安に対応するための人材を養成する研修会」が仙台で医療関係者を対象として開催される。案内文とプログラムを県内の施設に郵送する準備を行っている。
④　平成24年度放射線機器管理士・管理士合同学術大会について

　2月24日、仙台医療センター・メディカルトレーニングｾﾝﾀｰで開催。特別講演、「放射線被ばくと小児甲状腺がんについて」として東北大学病院藤森啓成特命教授に講演を頂く。
４．広報部
会報第７９号の発刊計画について
原稿がまだ2本届いていない。11日に入稿予定である。
-　　会告に平成24年度放射線機器管理士・管理士合同学術大会の掲載をお願いする。

５．福利厚生部
①　県技師会マージャン大会　日程変更にについて

　　２５年２月　２日（土）開催予定であったが、会場が取れなく、1月26日（土）に開催する。すでに、ホームページ等でお知らせを行なっている。
６．財務部
　　会費未納金に関した対応について、理事メールで意見募集中。公益移行前の今年度決算で、できるだけ回収不能の会費は貸倒引当金で処理したい。年度内に金額の確定が必要となる。

７．財務月例会計報告（１２月分）
①　封筒印刷代１１，６２５円振り込む。

2 学術大会、会場費150,500振り込む

８．事務局報告
①　会員異動
１．　新入会　　　なし
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　

　家子　光紀　　　　　徳洲会仙台病院　　　→　　自宅
　細貝　良行　　　　　東北大学病院

　　　　　　　　　　　　　　　　→　東北大学医学部保健学科
４．　転　出　　なし
５．　転　入　　なし
６．　退　会　　なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　会員数　　５４０名
②封筒使用について

　移行に伴い名称変更のため、現在の封筒を残さないようにしたいので協力をお願いしたい。
9．閉会の辞　前谷津副会長
以上、２１時００分閉会となる。
２０１３年　１月　９日
議　　　　　長

会　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　

常務理事    長谷川　圭三　㊞

常務理事  　　沼田　仁志　　㊞

